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末経産牛乳房炎は, その発生率は高 くないが1,3,5~8,ll,12,15,20,21), 曜患分房には乳管の化膿性崩壊に

続いて被包化の強い大腰癌が形成され13,14,19~22),一般に治療は困難である2,4,10,17~21). さらに, 擢患

初期の適切な治療によって外見上は治癒したように見えても, 分娩後に無乳症となる場合が多い2,6,7,

9,15,19). しかし, これら外見上治癒した分房も,分娩前には他の健康分房と同様に発育することが認

められている16).

本論文では,末経産牛乳房炎に催患,治療 ･治癒 ･分娩の経過をたどった2例と,治癒ののち妊娠

しないまま成牛に達した1例の乳房について,分娩後無乳症の発生機序を追求した.

材 料 と 方 法

供試牛は,いずれもホルスタイン種 ･雌で,その経歴は次のとおりである.

No.1:生後9カ月で左後分房に乳房炎を発症し,その直後から10日間治療した結果,直径約4cm

の硬結を残して外見上治癒した.その後,妊娠することなく25ヵ月齢でと殺.

No.2:生後13ヵ月で受胎し,妊娠5ヵ月の時左前分房に本症を発症した. ただちに治療を行い

1カ月後に治癒した.分娩後5日目にと殺.

No.3:生後17ヵ月で受胎し,妊娠5ヵ月の時左前分房に本症を発症した. ただちに治療を行い

1ヵ月後に治癒した.分娩後5日目と138日目に雁患 ･治癒分房から生検用に組織を採取.分娩後9

ヵ月で乾乳し,分娩後18ヵ月でと殺.

それぞれのと殺牛から乳房を分離し,健康分房には乳頭口から墨汁 ･硫酸バリウム･ゼラチン混液,

または硫酸バリウム･ゼテテン混液, 10%ホルマリン水などを注入.続いて乳腺動脈より10%ホル

マリン水を漕流したのち,乳房全体を同液中に浸漬して固定した.固定終了後の乳房は肉眼的観察の
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ためにソフテックス写真を撮影,続いて墨汁 ･硫酸バリウム･ゼラチン混液を注入したもの以外は,

乳房実質の分布域を明示するため,乳房の割面をヘマトキシリンで染色した.これらの肉眼的観察終

了後の乳房及び生検用に採取した乳房組織は,顕微鏡的観察のため,5- 8〟 のパラフィン切片とし,

H･E,アザン染色を施 した.

観 察 結 果

年後9カ月で未経産牛乳房炎に催患し,治療によって治癒した分房 (No.1)は,その後,他の健

康分房と大差なく発育した.妊娠を経験することなく25ヵ月齢 に達した本年の乳房では, 本症に曜

患し治癒した左後分房は他の健康な3分房と同様に発育しており,治療終f時に認められた厄径約4

cmの硬結は触知できなかった.しかし,この左後分房の乳頭は乳管洞が閉塞している.他の健康な3

分房に造影剤を注入したソフテックス写真で観察すると,左後分房-の造影剤の進入は見られず,し

たがって左後分房の発育は,他の健康分房の実質が進入したものではない.乳頭のほぼ中央部から各

分房の断面を作 り,その表面をヘマトキシリンで染色して観察すると (Fig.1),健康分房では,乳

房実質が乳頭の近位部に位置する乳管洞から乳房の脂肪組織内に広 く拡がっている.他方,本症に催

患した左後分房では,乳頭管は認められるが,乳管洞は全 く認められず,それに相当する部位は結合

組織で満たされている.しかし,この分房の大部分には健康分房と同じく乳房実質がよく発達してい

る.顕微鏡的に観察すると,左後分房の乳管洞に相当する部は結合組織で満たされ,その結合組織中

に2層の円柱状ないし立方状の上皮細胞から成る乳管様の細管が散在しているのみである.しかし,

この乳管洞に相当する部位が結合組織で満たされていることを除けば,左後分房の大部分は,乳管及

び腺腔の狭い腺胞で満たされた小葉や,それらの乳房実質が脂肪組織内で畠状に群在する小葉などで

構成されており (Fig.2), 健康分房と大差は見られない.

妊娠 5ヵ月で本症に雁愚し,治療によって1ヵ月後に治癒した乳房 (N0.2と No.3) では,分

娩日が近づくにつれて曜患分房と健康分房は等しく発育して,次第に膨張し,分娩直後には各分房と

も著しく膨張している (Fig.3). 分娩後,健康分房からは正常に搾乳することができるが,曜患分

戻 (N0.2の右前,N0.3の左前)からは全く搾乳することができない.また,N0.2の右前乳頭

には導乳管を全 く挿入することができず,N0.3の左前乳頭では約4cm位までしか挿入できない.

分娩後 5日目にと殺した N0.2の健康分房内に墨汁 ･硫酸バリウム･ゼラチン混液を注入して,

乳房実質の分布域を ソフテックス写真 で観察すると, 健康分房から躍患分房への乳房実質の進入は

No･1と同様見られない.乳頭中央部から各分房の割面を作って観察すると,鳳愚分房では,乳頭管

や乳管洞は全 く見られず,それに相当する部は結合組織で占められている (Fig.4). しかし,雁患

分房の割面からは多量の乳が漏出し,他の健康分房と同じく乳房実質はよく発達している.

分娩後5日目にと殺した乳房と,分娩後5日目に生検用として採取した乳房組織を顕微鏡的に観察

すると,雁患分房 (N0.2の右前とN0.3の左前)では,乳管洞に相当する部位は結合組織で満さ

れ,その部の小血管周囲には好酸球の浸潤が見られる.しかし,これら雁愚分房の大部分は乳房実質

で占められている.すなわち,これら鳳愚分房の乳管内には乳が多量にうっ滞し,健康分房のものに

比べて乳管が著しく拡張し,その乳管上皮細胞は扇乎化している (Fig.5). 擢患分房の腺艦内には

空胞を含んだ乳が充満し,その腺細胞内にも空胞が認められる (Fig.6).

分娩後に無乳症となった曜患分房 (N0.3の左前)は,分娩後5日Flに隼検材料を採取したのち自

然のままに放置し,他の健康分房からは搾乳を続けて観察した.この躍愚分房は,分娩後しばらくは
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膨張していたが,その後次第に退縮し,分娩後138日目には搾乳を継続している健康分房の半分以下

の大きさに退縮した.この時期に躍愚分房から第2回目の生検材料を採取して鏡検すると,腺胞はほ

とんど見られず,乳管が結合組織中に島状に散在しているのみである.

左前分房が分娩後に無乳症となった本年 (No.3)は, 分娩後9カ月で健康分房を乾乳し,分娩後

18カ月目にと殺した.この時期の乳房は,健康分房も確患分房も等しく退縮していた.ソフテ ックス

写真 (Fig.7)及び乳頭中央からの乳房断面にヘマトキシリン染色を施した標本 (Fig.8)で観察す

ると,曜恩分房では,乳管洞乳頭部の末栴部と乳頭管は存在しているが,乳管洞乳東部の近位部と乳

管洞乳腺部は認められず,それらの部は結合組織で満たされている.しかし,その他の部位は健康分

房と大差は見られない.顕微鏡的にも (Fig.9), 雁患分房の乳管洞に相当する部位が結合組織で満

たされている点を除けば,健康分房と大差はなく,いずれも乾乳期の像を呈している.

考 察

末経産牛乳房炎に曜患し,その初期に適切な治療が施 されて治癒した分房は,分娩が近づくと健康

分房と同様に膨張する16)が, 分娩後に無乳症となる場合が多い2,4,5,9,15,19). このように, 治癒した分
房が膨張はするが無乳症となる原因と

して,(1)乳を分泌する腺胞が形成され

ておらず,間質の増殖や水腫などによ

って外見上膨張している.(2)健康分房

の実質が進入して膨張している.(3)腺

胞は発育しているが,乳の排出路が閉

塞している,などが考えられる.

著者らの観察した3例では,いずれ

も梶患分房は健康分房と同等に発育し,

またその発育は健康分房の乳房実質が

進入したものではなく,躍愚分房自体

の乳房実質が発育したものであった.

3例中2例は分娩し,その5日目の躍

患分房では,健康分房と同様に乳の分

泌像を示す腺胞が充分発達しているの

が観察された.

これら3例の曜愚分房が健康分房と

著しく異なる点は,乳管洞が存在せず,

それに相当する部位が結合組織によっ

て置換されていることである.本症に

雁愚した分房には,乳管の化膿性崩壊

に続いて,被包化の強い大膿癌が形成

される13,14,19~22). Chartl に示すよ

うに,曜愚分房では乳管や乳槽が崩壊

し,その部に大膿揚が形成され,その

Nr)rtllal Mastitic

C:teatcanal G:glandularp()rtionoflactiferousslnuS

T:teatportionoflactiferousslnuS

Chart1. Diagram ofpathogenesisofagalactia

in heifermastltlS,Showing oblique
linedabscessmembrane and dotted

abscess.
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周囲に結合組織性の厚い膿癌膜が形成される.治療によって病勢の進行は停止し,膿場は消失するカ

膿療膜は治療後 も残存する.さらに,完全に崩壊された乳管や乳管洞の再生は難かしく,上皮が破壇

･消失した乳管洞や乳管は,腰療膜の結合組織によって閉塞 された状態で消失し,分娩後の乳の排江

を阻害するようになると考えられる.

一万,本症曜愚によって崩壊せずに残存した乳管 (篠患時期によっては腺胞 も)は,治療後,健康

分房と同様に発育を続け,分娩時には充分な泌乳能力を保有した分房となる.しかし,前述したよう

に乳管洞が全 く存在しないため,乳の排出が不可能となり,結果として無乳症になる.もちろん,字l

の排出経路が再生した場合は,それに連なる腺胞からの泌乳は可能になると考えられる.

本症雁愚によって,分娩後無乳症となった分房は,完全に分画された他分房の乳頭から泌乳されそ

こともなく,分娩後ただちに乾乳の経過をたどると考えられる.今回観察した曜愚分房 (No.3)て

は,分娩後 138日目には搾乳を継続している他の健康分房の半分以下の大きさに退縮し,顕微鏡的ほ

も乾乳期の像を呈していた.

要 約

生後 9ヵ月で未経産牛乳房炎に躍思した25ヵ月齢の末経産牛の乳房 1例と,妊娠 5ヵ月で本症(′i

躍患した分娩後の乳房2例を用いて,本症における分娩後無乳症の病理発生について検索した.

躍患分房は,治療後,健康分房と等しく発育し,分娩時にほ乳分泌像を示す腺胞が充分発達してし

る.しかし,いずれの躍患分房 も乳管洞が存在せず,結合組織に置換されていた.

したがって,末経産牛乳房炎における分娩後の無乳症は,乳管洞の炎症性破壊による消失の結果ヲ

生すると考えられる.

本研究は昭和52154年度文部省科学研究費 (一般A,代表者幡谷正明,No.244013)によって/i;

った.また宮崎県及び霧島地域酪農開発公社からの援助を頂いた.ここに記して感謝の意を表する.
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Summary

Thepathogenesisofpostpartum agalactiawasinvestigatedonthreecasesofheifer
mastitis. CaseNo.1wasaudderobtainedfrom non-pregnantheiferof25monthsofage

whichwassufferedfrom mastitisat9monthsofage.CaseNo.2andNo.3wereudders
obtainedfrom postpartum cowsbothofwhichweresufferedfrom mastitisat5monthsof

pregnancy.
Alltheaffectedquarterswereclinicallyrecoveredasaresultofquickandcomplete
treatment. Thereafter,theyhadwelldevelopedassameasothernormalquarters. Post-

partum casesshowedthewelldevelopedalveoliwhichmeanedtheactivemilksecretionat

parturition. However,alltheaffectedquartersbecameagalatia,becausetheyhadnotrue
lactiferoussinus. Theportionfitforlactiferoussinuswasfilledwithconnectivetissue.

Itissuggestedthattheinflammatorydestructionanddisappearanceoflactiferoussinus
occuredbyheifermastiLisisamainreasontocausethepostpartum agalactia.

ExplanationofFigures

Fig.1 Affected(A)andnormalquarters(B)of25monthsoldvirginheifer,stainedwith
hematoxylin.Affectedquarterhasnolactiferoussinus(S).

Fig.2 MicrophotographofaffectedquarterinFig･1･
Fig.3 Affected(A)andnormalquarters(B)at5daysafterparturition･
Fig.4 CutsurfaceofFig.3. Normalquarterwasinjectedindiaink-barium salfate一gelatin

mixturefromteatcanal. Affected quarter(A)hasnolactiferoussinus(S).
Fig.5 MicrophotographofAinFig.4.Mammaryducts(D)aredistendedwithmilk.
Fig.6 HighpowerviewofFig.5･ Alveoli(A)showsecration･
Fig.7 Radiographofaffected(A)andnormalquarters(B)fromdryphasecow･Affected

quarterhasnolactiferoussinus(S).
Fig.8 SamematerialasFig.7,stainedwithhematoxylin･
Fig.9 MicrophotographofAinFig･7･
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